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⼤学図書館の活⽤と情報探索 第11回



参考⽂献リスト
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● 論⽂・レポート等には、⼀定の記述⽅法で引⽤/参考⽂献を掲載
以下の例だと、論⽂の記述⽅法は、

「著者︓論⽂タイトル, 掲載雑誌名, 巻号, 掲載ページ
(発⾏年)」



⽂献管理ツールとは
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● 論⽂執筆等に必要な⽂献の情報を蓄積・管理

● 参考⽂献リストを簡単に作成

● ウェブ上で使える⽂献管理ツール
● 他の研究者/学⽣との情報共有も可能

EndNoteは…

日頃の文献収集で！

レポート執筆時に！
手入力よりも早く正確に！



EndNoteへログイン (1)

1. KULINEから「図書・雑誌・論⽂を探す」の
「データベース」をクリック
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EndNoteへログイン (2)

2. 京都⼤学図書館機構HP「データベース」で「そ
の他」の「EndNoteBasic」をクリック
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EndNoteへログイン (3)

3. メールアドレスとパスワードを⼊⼒してログイン
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※事前にアカウントの
作成が必要（まだの場
合は、「Register」をク

リック）



1. EndNoteにインポート



KULINEからインポート (1)

1. 書誌詳細画⾯で「⽂献管理」をクリックし、
「EndNote basic」を選択
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課題 5



KULINEからインポート (2)

2. ポップアップが開いたら、パソコンの適当な場所
にファイルを保存
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課題 5

デスクトップなど、
分かりやすい場所

に保存



KULINEからインポート (3)

3. EndNoteの「⽂献の収集」タブから「レファレ
ンスのインポート」を選択
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課題 5



KULINEからインポート (4)

4. 「ファイル」「インポートオプション」「イン
ポート先」をそれぞれ選択し、「インポート」を
クリック
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課題 5

先ほど保存したファイ
ルを選択

「RefMan RIS」を選択

取り込み先のフォルダを自由に
選択（後で移動することも可能）



CiNii Articlesからインポート

1. 論⽂の詳細ページから「EndNoteに書き出し」を
クリック

2. 以下、KULINEからインポートする際の⼿順と同じ
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課題 7



EndNoteにデータを作成する (1)
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課題 9

1. EndNoteの「⽂献の収集」タブから「新しいレ
ファレンス」を選択



EndNoteにデータを作成する (2)
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課題 9

2. 必要事項を⼊⼒
「Newspaper Article」を

選択

「姓, (半角スペース)名」
の形で記者名を入力

新聞名を入力

年月日、朝刊/夕刊 を
入力

掲載頁を入力

記事標題を入力



2. グループの整理と
⽂献情報の編集



グループの整理 (1)

● グループの新規作成
「分類」タブの「マイ グループの

管理」→「新しいグループ」をク
リック

● グループ名の変更・削除
「名前の変更」または「削除」をク

リック
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※EndNoteの
グループはフラグやタ
グのようなもの。
1つの文献情報を複数
のグループに入れられ
る。

グループ名の変
更や削除ができる



グループの整理 (2)

⽂献情報をグループに追加する
1. 「マイ レファレンス」で、グループに追加する⽂献

情報に☑
2. 「グループに追加」から追加先のフォルダを選択
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課題 10



⽂献情報の編集

● ⽂献情報に要約を追加する
1. 編集したい⽂献のタイトルをクリック
2. 詳細画⾯で「空⽩のフィールドを表⽰」をクリックすれば、

未記⼊の項⽬を設定できる
3. 「オプションフィールド」の「Abstract:」に要約を追加
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課題 6,8

※編集したい項目をク
リックすれば再編集で

きる



3. EndNoteから出⼒



参考⽂献リストの作成

1. 「引⽤⽂献リスト作成」タブから「⽂献リストの作成」を選択

2. 「レファレンス」からグループ名を選択

3. 「書式スタイル」を選択

4. 「ファイル形式」を選択

5. 作成した参考⽂献リストをコピーして貼り付ける
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最終レポート

この授業ではSIST02-
2007（難しい場合は
Vancouverでも可）

TXT（テキスト形式）など



参考⽂献リストの書式スタイル
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最終レポート

利⽤可能な書式スタイル数
• EndNote（機関版）…3,300以上（○ SIST02-2007）
• EndNote（無償版）…21（× SIST02-2007）

機関版を利⽤するには、⾃分のEndNoteアカウントに、学内
ネットワーク環境からアクセスが必要（⼀度のアクセスで約
1年間有効）。
どうしてもうまくいかない場合には、SISTの代わりに
「Vancouver」のフォーマットを利⽤してもよい。

【参考】学外からの接続（京都⼤学情報環境機構）
http://www.iimc.kyoto-u.ac.jp/ja/services/kuins/vpn/

注意



参考⽂献リストは著者の名前順

著者の姓の順番で並べる
○ ⽇本語⽂献︓姓の五⼗⾳順

*同じ姓なら名の五⼗⾳順
○ 翻訳⽂献︓原著者の姓の五⼗⾳順

*フランツ・カフカなら「カ」
○ 外国語⽂献︓姓のアルファベット順
○ 同じ著者の⽂献︓発⾏年が古い順

EndNoteでは、⾃動的に著者名順に⽂献リストが作成されるが、
アルファベット順の並び替えしかできないので、
⽇本語⽂献については⾃分で並び替える。
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注意

最終レポート

※日本語文献は順番が
ばらばら！



Webページを参考⽂献にする場合

例︓
科学技術・学術政策局⼈材政策課. “「研究活動における
不正⾏為への対応等に関するガイドライン」に係る質問
と回答（FAQ）”. ⽂部科学省. 2015-03. 
http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1352820.htm, 
(参照 2016-06-01).

Webページの情報は、SIST02のフォーマットでは上⼿く出⼒で
きないので、適宜整形する。
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著者名．”Webページ名”．Webサイト名. 更新日付.
入手先，（入手日付）．

注意

最終レポート



４．EndNoteで共有



EndNoteで共有する (1)

授業で他の⼈と⽂献リストを共有する時に活
⽤できる

共有したい相⼿もEndNoteユーザーであるこ
とが条件
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課題 11



EndNoteで共有する (2)
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課題 11

「分類」→「マイ グ
ループの管理」

共有したいグループ
に☑を入れ、「共有
の管理」をクリック



EndNoteで共有する (3)
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課題 11

「このグループの共有を
開始します。」をクリック

共有したい相手のメー
ルアドレスを入力



EndNoteで共有したものをみる
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課題 11

共有されたグルー
プが表示される



課題の提出について



EndNote
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課題 11

新規グループを作成し、名称を
「[氏名_学籍番号]大学図書館の活用と情報探索」

としてください。



EndNote
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課題 11

演習補助者のメールアドレス
ensyu660@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

を共有先に追加してください。

※課題5～9で作成した文
献情報を、グループに保

存しておく



これからの予定
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集めた資料をもとに、発表と最終レポートの準備を進
める

*授業中は新聞データベースの同時アクセス制限なし

 15︓30 - 16︓15 質疑応答
Zoomのチャットで質問を受け付けます



次回予告
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⽇ 時︓2020年7⽉28⽇（⽕）4限
場 所︓オンライン授業
内 容︓発表会

• レポートのテーマと構成をスライド1枚で発表（←コ
メント担当者1名）

• 発表時間2分、コメント1分


